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国民健康保険中央会 

会長 岡 﨑 誠 也 

新年あけましておめでとうございます。 

平成三十年の新春を迎え、一言ご挨拶を申し上げます。 

皆様には日頃から国保中央会の運営に対しまして、ご協力とご支援をいただいており

ますことに厚く御礼を申し上げます。 

さて、我が国の経済は一部持ち直しの動きが見られるものの、急速な高齢化等による

医療費の更なる増加が必至の状況にあり、国保の運営は今後とも厳しい状況が続くもの

と見込まれます。 

そのような状況の下、いよいよ四月から、都道府県が財政の責任主体となり、市町村

とともに国保の運営を担うという、半世紀ぶりの国保制度の大改革が実施されます。 

都道府県や市町村、国保連合会の準備が最終段階に入っており、本会においても、都

道府県の事業費納付金の算定や市町村の新制度対応に必要な国保保険者標準事務処理シ

ステムの開発などを通じて、新制度が順調にスタートできるよう引き続き全力を尽くし

てまいります。 

また、昨年十月に公表しました「国保審査業務充実・高度化基本計画」に基づき、Ｉ

ＣＴの活用等による審査業務の高度化・効率化に向けて、これまで以上に積極的に取り

組んでいかなくてはなりません。 

加えて、社会保障・税番号いわゆるマイナンバーを活用したオンライン資格確認シス

テムの開発など、直面する重要な課題にも適切に対応してまいりたいと思います。 

さらに、医療保険者にデータヘルスの積極的な取組みが求められる中、地域住民の方々

の健康を確保していくため、健診・医療・介護のビッグデータを活用して、それぞれの

健康状態等に即した様々な取組みを積極的に進めていく必要があります。 

本会及び国保連合会では、こうしたデータを横断的に活用できる国保データベース（Ｋ

ＤＢ）システムを開発し、健康づくりの基本となる各種データの提供を行っております

ので、より効率的で効果的な健康づくりに貢献できるよう努力してまいります。 

国保制度が大きな変革の時を迎える重要な時期にありますので、本会としては、全国

の国保連合会の皆様とこれまで以上に一体となって、全国知事会、全国市長会、全国町

村会をはじめとする地方関係団体とも十分に連携を図りながら、諸課題の解決に向けた

取組みを全力で進めてまいりますので、一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

結びに、新しい年が明るく希望に満ちた素晴らしい一年となることを心からご祈念申

し上げまして、新年のご挨拶といたします。 

平成三十年 元旦 
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平成 30 年度からの新たな国民健康保険制度では、県も財政運営の責任主体として保険者とな

ります。 

県と市町村が一体となり、保険者としての事務を共通認識の下で実施するとともに、各市町村

が事業の広域化や効率化を推進できるよう、宮崎県国民健康保険運営方針を定めることとなって

います。 

そのため、市町村保険者、国保連合会の皆様と納付金の算定方法、事務の標準化、医療費の適

正化のための取組等について、意見調整を行い、宮崎県国民健康保険運営方針の案を作成してま

いりました。 

また、平成２９年３月に宮崎県国民健康保険運営協議会を設置し、宮崎県国民健康保険運営方

針の策定について諮問しました。宮崎県国民健康保険運営協議会では、３回にわたる審議を経て、

１２月５日に谷田貝孝会長から畑山栄介福祉保健部長へ答申を手渡していただきました。 

 

 

当日は、NHK の取材も入り、県民の生活に影響する話題として、夕方のニュースで放送され

ました。 

平成 30 年度まで残り 3 か月と迫ってまいりましたが、新たな国保制度が円滑にスタートでき

るよう御協力をお願いします。 

宮崎県国民健康保険運営方針（案）に対する答申 
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国保中央会、各県連合会など国保関連９団体主催の国保制度改善強化全国大会が１１月３０日、

東京・よみうりホールで開かれ、「医療保険制度の一本化を早期に実現すること」などを要望す

る決議を満場一致で採択した。 

議事では、「平成３０年度からの新制度の円滑な実施のため、毎年３４００億円の公費投入を

確実に行うとともに、財政基盤強化策を講じること」「保険料の激変緩和のための公費の弾力的

運用、制度改革の周知・広報の徹底など万全な対応を図ること」「子供の医療費助成等の地方単

独事業実施に係る国庫負担金・調整交付金の減額措置は、子供の対象年齢に関わらず直ちに廃止

すること」「災害発生時においても医療サービスの提供や診療報酬等の支払いが迅速かつ適切に

行われるよう、財政支援をはじめ必要な措置を講ずること」などを求める決議を採択した。 

大会終了後には、本会常務理事及び事務局長の２名を含む、参議院議員会館 B班が揃って自由

民主党及び公明党、民進党の各議員に代表陳情

を行った。 

また、代表陳情終了後には、衆議院第１議員

会館地下にて、陳情結果報告会が行われ、各班

（全１０班）非常に有意義な陳情結果となった

ことが報告され終了した。 

大会前日に、本県選出国会議員に対して、別

添の要望事項について陳情を行い、面会できた

議員１名（松下新平参議院議員）には直接、陳

情書を手渡しした。 
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新 国保連携課 

保 険者支援課 

全体説明を行う新国保連携課

黒木課長補佐 

 

 

 平成 30 年 1 月、次期国保総合システム本稼

働に向けた準備の一環として、市町村国保担当

者及び国民健康保険組合並びに後期高齢者医療広域連合の担当者を対

象に次期国保総合システム操作説明会を 12 月 5 日（火）から 12 月 20

日（水）にかけて国保連合会本館２階北中会議室、北小会議室において

延べ 127 人の参加のもと開催しました。 

 操作説明に先立ち、全体説明として、次期国保総合システムの稼働を

行うことや端末の対応、今後のスケジュールについての説明を行い、そ

の後、給付担当及び第三者求償担当の参加者をグループ化しそれぞれ、新国保連携課と保険者支

援課から現行と次期システムとの変更点を中心に、さらに新しい機能についての説明等を行いま

した。並行する形で行ったレセプト点検担当のグループに対しては、新国保連携課から基本的な

操作を中心とした説明を行いました。いずれのグループも資料を参照しながらシステム端末を実

際に操作し、個別に質問を受けながら操作演習を行い、理解を深めました。 

 ある担当者の方からは、「新たな画面や機能について覚えなくてはならない操作はあるものの、

慣れれば以前より効率的な業務運用ができるのではないか。」との感想もきかれました。 

 今後、現行システムから次期システムへのスムーズな移行となるよう関係各課連携を図り今後

も保険者担当者の支援を強化していきたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

求償事務についてはこれまで国保総合システムとの連携を行わない

まま外付けの独自システムのみによる運用としてきましたが、高額療

養費及び納付金算定システムにデータが連携されないという問題を解消するため、次期国保総合

システム稼働後は国保総合システムの第三者行為メニューを使用した運用に変更することとい

たしました。このことに伴い、一部の作業を新たに保険者で行っていただくことになりますが、

ご協力のほどお願い申し上げます。 

 細かい内容については本会で検証中の

ため現時点での説明は事務手順の変更と

それに伴う操作手順の説明のみとさせて

いただきました。ご不明な点がございまし

たら、保険者支援課求償係までお問い合わ

せください。個別に対応させていただきま

す。 

◀レセプト点検担当 

グループ 

給付担当グループ▶ 

◀第三者求償担当グループ 
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平成 29年 11月 28日（火）、延岡市役所の講堂において、居宅介護支援事業所及び地域包括支

援センターの請求事務担当者を対象に介護報酬請求の適正化を図ることを目的として、「延岡・

西臼杵地区居宅介護(予防)支援事業所請求事務説明会」を開催しました。 

「居宅介護(予防)支援事業所の請求事務について」と「縦覧点検について」、大きく２つの内

容に分け説明を行いました。 

 まず、「居宅介護(予防)支援事業所の請求事務について」は、請求提出から審査・支払いまで

の流れや給付管理票の作成区分、そして、平成 29年 4月から全市町村で移行開始された総合事

業に関して、介護予防支援費や介護予防ケアマネジメント費、給付管理票の提出について説明を

行いました。また、請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表の見方についても、お問い合わ

せの多いエラーをいくつか抜粋し、内容説明をしました。 

 「縦覧点検について」は、平成 27年度から本会の方で取り組んでいる適正化業務の一環であ

る縦覧点検について説明を行い、居宅介護支援事業所や地域包括支援センターに送付している確

認届の見方、書き方について内容説明をしました。 

 

 サービス事業所への支払いに大きく影響する居宅介護支援事業所や地域包括支援センターの

請求について担当者を対象に昨年度は宮崎市で開催しました本説明会は、来年度以降も他の地域

での開催も視野に、介護報酬請求の適正化を進めていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明会で使用された資料の

一部です。 
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平成２９年１１月１２日（日）、宮崎県が主催する健康長寿県民フェスタが宮崎市のＪＡ・Ａ

ＺＭホールで開催されました。 

県民一人ひとりが、いつまでも健康で、生きがいを持って暮らすことができる「健康長寿社

会づくり」の取組を広く県民に周知し、県民一人ひとりに行動の変容を促すこと等を通じて「健

康長寿 男女とも日本一」の実現を図るもので、今回が２回目となります。 

はじめに、河野知事のあいさつがあった後、宮崎県健康長寿社会づくり推進会議の構成団体が

出展した血圧測定、無料健診、健康に関する各種測定会等の１２の体験型健康チェックブースに

は、多くの来場者が訪れ、健康に関する多くの情報に触れていました。 

また、旭化成陸上部顧問の宗茂氏を特別講師に迎え、「いつまでも人生を楽しむために、とに

かく体を動かそう！」というテーマで自身のマラソンの体験を交えた健康長寿講演会も開催され

ました。 

今回から、国保連合会も「年に一度は特定健診！」をスローガンにかかげて、宮崎県保険者協

議会と合同で体験型ブースを設置しました。 

なお、体験型ブースでは、オムロンヘルスケア（株）の御協力をいただきながら、最新の血圧

計、体重体組計及び活動量計を使った健康相談を行いました。来場者からは、「日頃の生活習慣

を振り返る好機となった。」などの感想をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真大：血圧測定中の一場面。写真小：ブース前にて並ぶ来場者。 

※いずれも、国保連合会及び宮崎県保険者協議会合同のブース。 
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 平成２９年１２月１５日（金）、第９回保健事業支援・評価委員会が国保連合会のライブラリ

ー室で開催されました。 

 国保連合会に設置されている保健事業支援・評価委員会は、市町村、国保組合及び後期高齢者

医療広域連合が、レセプトや健康情報等を活用した保健事業を実施する際、企画・立案段階から

の助言や課題の分析・評価などの支援を行っています。 

 この日は、まず、串間市と西米良村の担当者から、第１期データヘルス計画の実施から見えて

きた評価と課題と、それを踏まえた第２期データヘルス計画の目標と取組について説明がありま

した。 

 次に、質疑応答の後、それぞれの地域の抱える問題点や解決方法等について、大学教授や医師

等の委員からそれぞれの専門分野に関する助言がありました。 

 さて、御存知のように、平成３０年４月から県が財政の責任主体となり、市町村とともに国保

の運営を担うという、国保制度の大改革が実施されます。 

 国保連合会としては、この国保制度改革の着実な実施を支援するとともに、保健事業に関して

は、ＫＤＢシステムを活用したデータ提供と活用方法等の支援や、この保健事業支援・評価委員

会を活用した支援を積極的に行い、市町村が行う健康づくりに向けた効率的・効果的な支援に努

めて参りたいと考えております。 
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こくほ随想⑧ 
  

 

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授 山崎 泰彦  
  

 

「年金受給を70歳まで繰下げることにより最大で42％増の額を受けとることができる現行制

度の利用率が低いという現状がある。就業促進の観点からも十分な周知が望まれる。また、高齢

期にも高い就業意欲が見られる現況を踏まえれば、繰下げを70歳以降も可能とするなど、より使

いやすい制度とするための検討を行ってはどうか。」 

 これは、内閣府「高齢社会対策の基本的在り方等に関する検討会報告書」（平成29年10月2日）

の提言である。 

 国民年金の支給開始年齢は原則65歳であるが、当初から60歳から70歳の間での繰上げ・繰下げ

受給の選択制が採用され、その後厚生年金でもこれが導入された。 

 国民年金では、かつては繰上げが多かったが、新規裁定でみると、今では65歳受給が約9割に

なった。繰上げには、年金の減額のほか、併給調整などのデメリットがあることが周知されてき

たのだろう。 

 一方、繰下げは増えず、新規裁定に限っても2％にすぎない。十分な情報提供があれば繰下げ

がもっと増えるはずだ、というのが多くの識者の指摘である。ただし、繰下げでは、年金が増額

されるとはいえ、加給年金・振替加算や遺族年金の額は増えないことなど、注意すべき事項が少

なくない。そういう情報提供も欠かせない。 

 その他にも留意していただきたい事項がいくつかある。 

 60歳からの繰上げ30％減～70歳までの繰下げ42％増という率は、平成11年財政再計算の年齢別

死亡率や経済前提に基づいて、平成12年に定められた（改正前は60歳からの繰上げ40％減～70

歳までの繰下げ88％増であった）。この増減率は、数理計算上どの年齢で受給しても、受給者全

体としては損得のない率だと説明されている。 

 現状はどうだろうか。死亡率はその後も低下し、65歳の平均余命をみると男女ともに3歳程度

伸びたから、その限りにおいては今では繰下げが有利で、特に寿命の長い女性にはお得だという

ことになる。 

 一方、経済前提は、平成11年財政再計算では、運用利回り4・0％、物価上昇率1・5％としてい

たが、前回の平成26年財政検証では8つのケースを想定し、しかも新たにマクロ経済スライドが

導入されている。ケースによっては、今では繰下げが不利になる可能性もあるのではないか。 

 ここまで考えると選択に迷うが、多くの人は、生涯の名目的な受給総額を比較する程度だろう。

そうであれば寿命が伸びたのだから、繰下げがもっと増えてもよいはずだ。そうでないのはなぜ

だろうか。 

 年金以外の収入がないなど、年金を必要としている人が多いのが現実だろう。寿命が短いと悲

観的に考える人も少なくない。行動経済学の時間選好説でいう「人々が将来よりも現在の利益に

大きなウェートを置いてしまう傾向」もあるだろう。このことはわが国の企業年金で、年金に代

えて一時金を選択する人が多いことでも論じられている。 
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こくほ随想⑧ 
  

 

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授 山崎 泰彦  

  

 

 一時金選択への偏りは、退職所得控除という手厚い税制上の優遇措置も関係している。同様に、

年金においても名目額ではなく、年金にかかる税・保険料等の負担を考慮した手取りの実質所得

でみる必要がある。  

 一般に、年金を含む収入が非課税水準であれば、保険料軽減など、低所得者に配慮した各種の

支援が受けられるが、課税水準であれば、その額に応じて税負担のほかに医療や介護の保険料・

自己負担等がかかる。年金額が増額されれば、当然にこれらの負担も増える。繰下げ後の実質所

得でみれば、生涯受給額の均衡点が数理計算上の年齢より高年齢の方にシフトすることは明らか

である。政策的にも応能負担が強化されつつある。 

 年金の受給年齢の選択は、意外に難しい判断になりそうだ。  

（記事提供 社会保険出版社） 
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《被保険者の推移》 
 

《被保険者の推移》 

医療費データ 
 

医療費データ 
（注）数字は市町村月報集計及び宮崎県後期高齢者医療広域連合からの提供による 
 

（注）数字は市町村月報集計及び宮崎県後期高齢者医療広域連合からの提供による 
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8 9 10 11 12 H29.1 2 3 4 5 6 7 8

（人） 後期高齢者（平成28年8月審査分 ～ 平成29年8月審査分）
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医療費データ 
 

医療費データ 《月別医療費》 
 

《月別医療費》 
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（千円） 後期高齢者
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保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円)

1 日之影町 44,253 諸 塚 村 43,152 五ヶ瀬町 42,503 諸 塚 村 50,292 美 郷 町 46,504 1

2 日 南 市 39,637 日之影町 41,643 美 郷 町 38,123 美 郷 町 39,852 西米良村 40,955 2

3 えびの市 39,140 美 郷 町 37,402 串 間 市 37,905 西米良村 37,921 高 原 町 40,541 3

4 美 郷 町 37,277 西米良村 37,123 日之影町 36,439 日之影町 37,516 日之影町 39,478 4

5 五ヶ瀬町 36,256 日 南 市 34,803 日 南 市 36,333 日 南 市 37,259 諸 塚 村 38,964 5

6 高 原 町 35,832 高 鍋 町 34,751 西米良村 36,153 串 間 市 36,623 串 間 市 38,898 6

7 門 川 町 35,783 えびの市 34,643 えびの市 35,100 五ヶ瀬町 35,694 日 南 市 38,436 7

8 諸 塚 村 35,657 五ヶ瀬町 34,198 三 股 町 34,801 小 林 市 34,425 えびの市 34,106 8

9 木 城 町 35,379 三 股 町 33,380 門 川 町 33,442 都 城 市 34,046 五ヶ瀬町 34,080 9

10 小 林 市 35,220 高千穂町 33,359 都 城 市 33,162 西 都 市 33,444 三 股 町 33,632 10

11 高千穂町 34,665 串 間 市 33,099 日 向 市 32,513 高千穂町 32,586 小 林 市 33,398 11

12 都 城 市 34,600 都 城 市 31,739 高 原 町 32,350 門 川 町 32,201 都 城 市 33,324 12

13 高 鍋 町 34,493 日 向 市 31,409 小 林 市 32,206 高 原 町 31,751 高 鍋 町 33,088 13

14 串 間 市 34,224 小 林 市 29,934 諸 塚 村 31,815 高 鍋 町 31,699 綾 町 31,974 14

15 西 都 市 33,790 高 原 町 29,695 高 鍋 町 31,348 三 股 町 31,476 門 川 町 31,864 15

16 日 向 市 33,448 門 川 町 29,085 高千穂町 30,168 日 向 市 31,299 延 岡 市 31,769 16

17 三 股 町 32,223 延 岡 市 28,899 延 岡 市 29,643 えびの市 31,118 日 向 市 31,668 17

18 延 岡 市 32,031 宮 崎 市 28,717 西 都 市 29,619 延 岡 市 30,600 高千穂町 30,698 18

19 国 富 町 31,294 新 富 町 28,115 宮 崎 市 29,454 宮 崎 市 30,358 宮 崎 市 30,443 19

20 宮 崎 市 31,019 国 富 町 27,773 新 富 町 28,579 綾 町 30,135 新 富 町 30,351 20

21 都 農 町 30,567 都 農 町 27,256 川 南 町 26,254 都 農 町 30,072 西 都 市 29,705 21

22 川 南 町 30,067 西 都 市 26,613 綾 町 26,226 木 城 町 29,081 国 富 町 28,921 22

23 新 富 町 29,147 木 城 町 26,321 都 農 町 26,173 川 南 町 28,663 川 南 町 28,513 23

24 西米良村 26,838 川 南 町 25,763 木 城 町 25,752 国 富 町 28,165 木 城 町 27,769 24

25 綾 町 24,405 椎 葉 村 25,611 国 富 町 25,506 椎 葉 村 27,664 都 農 町 26,451 25

26 椎 葉 村 22,261 綾 町 24,697 椎 葉 村 24,095 新 富 町 26,818 椎 葉 村 24,392 26

- 市町村計 32,986 市町村計 30,091 市町村計 31,055 市町村計 31,843 市町村計 32,089 -

【 国保一般 】

《月別一人当たり医療費》

平成29年4月
審査分

平成29年5月
審査分

平成29年6月
審査分

平成29年7月
審査分

平成29年8月
審査分順

位
順
位

医療費データ 
 

医療費データ 
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保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円)

1 五ヶ瀬町 76,692 三 股 町 81,643 五ヶ瀬町 58,297 五ヶ瀬町 63,400 綾 町 90,053 1

2 綾 町 56,488 綾 町 70,044 えびの市 49,456 川 南 町 58,219 五ヶ瀬町 79,246 2

3 川 南 町 54,905 五ヶ瀬町 64,259 日 南 市 45,822 えびの市 48,428 門 川 町 37,551 3

4 西米良村 54,167 高 鍋 町 57,561 門 川 町 45,194 綾 町 44,405 都 農 町 36,908 4

5 高 鍋 町 49,564 日 向 市 41,173 都 農 町 40,091 門 川 町 42,057 延 岡 市 36,265 5

6 高千穂町 49,388 門 川 町 34,789 都 城 市 37,888 椎 葉 村 40,372 高 鍋 町 36,154 6

7 えびの市 46,133 都 農 町 34,763 日 向 市 34,490 日 向 市 39,922 三 股 町 34,744 7

8 美 郷 町 44,460 小 林 市 32,467 川 南 町 33,577 日 南 市 38,238 串 間 市 33,229 8

9 新 富 町 40,915 延 岡 市 32,456 串 間 市 32,329 都 農 町 37,808 えびの市 31,566 9

10 串 間 市 38,001 日 南 市 32,032 小 林 市 31,621 高 鍋 町 37,408 日 南 市 31,110 10

11 宮 崎 市 37,406 都 城 市 31,946 宮 崎 市 30,762 西 都 市 37,388 宮 崎 市 31,108 11

12 日 南 市 37,101 宮 崎 市 30,129 新 富 町 30,537 都 城 市 35,648 西 都 市 29,806 12

13 小 林 市 36,879 新 富 町 28,309 高 鍋 町 30,130 西米良村 35,320 日 向 市 29,500 13

14 都 城 市 36,842 木 城 町 24,378 木 城 町 28,648 延 岡 市 34,567 木 城 町 28,563 14

15 門 川 町 33,230 串 間 市 23,652 高千穂町 25,585 小 林 市 32,926 川 南 町 28,226 15

16 都 農 町 30,615 川 南 町 23,402 延 岡 市 23,787 宮 崎 市 30,139 都 城 市 28,069 16

17 延 岡 市 30,291 えびの市 22,218 西米良村 20,965 木 城 町 29,671 新 富 町 27,528 17

18 木 城 町 27,264 西米良村 22,170 西 都 市 20,922 三 股 町 27,567 小 林 市 25,684 18

19 三 股 町 26,344 日之影町 20,905 国 富 町 18,219 串 間 市 26,675 高千穂町 17,015 19

20 日 向 市 26,015 高千穂町 20,460 綾 町 15,850 国 富 町 22,346 国 富 町 15,409 20

21 西 都 市 18,188 国 富 町 20,254 諸 塚 村 12,099 日之影町 21,476 高 原 町 11,465 21

22 国 富 町 16,489 西 都 市 15,083 三 股 町 10,781 新 富 町 20,991 諸 塚 村 11,326 22

23 日之影町 13,757 美 郷 町 13,577 日之影町 10,498 高千穂町 20,068 西米良村 10,555 23

24 椎 葉 村 11,539 高 原 町 11,650 椎 葉 村 9,353 高 原 町 15,364 椎 葉 村 8,757 24

25 高 原 町 10,928 諸 塚 村 7,504 美 郷 町 9,000 美 郷 町 14,659 日之影町 7,975 25

26 諸 塚 村 10,464 椎 葉 村 6,945 高 原 町 8,169 諸 塚 村 7,666 美 郷 町 5,625 26

- 市町村計 34,832 市町村計 32,148 市町村計 30,962 市町村計 33,304 市町村計 30,689 -

《月別一人当たり医療費》

【 国保退職 】

順
位

平成29年4月
審査分

平成29年5月
審査分

平成29年6月
審査分

平成29年7月
審査分

平成29年8月
審査分 順

位

医療費データ 
 

医療費データ 
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保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円)

1 日之影町 43,362 諸 塚 村 41,458 五ヶ瀬町 42,724 諸 塚 村 48,663 美 郷 町 45,781 1

2 日 南 市 39,555 日之影町 41,161 串 間 市 37,784 美 郷 町 39,380 西米良村 40,753 2

3 えびの市 39,270 西米良村 37,028 美 郷 町 37,580 西米良村 37,904 高 原 町 39,950 3

4 美 郷 町 37,429 美 郷 町 36,965 日 南 市 36,614 日 南 市 37,287 日之影町 38,887 4

5 五ヶ瀬町 37,053 高 鍋 町 35,131 西米良村 36,057 日之影町 37,203 串 間 市 38,783 5

6 門 川 町 35,729 三 股 町 34,775 日之影町 35,827 串 間 市 36,414 日 南 市 38,233 6

7 小 林 市 35,256 五ヶ瀬町 34,737 えびの市 35,315 五ヶ瀬町 36,065 諸 塚 村 37,967 7

8 高 原 町 35,239 日 南 市 34,717 三 股 町 34,123 小 林 市 34,399 五ヶ瀬町 34,651 8

9 木 城 町 35,156 えびの市 34,441 門 川 町 33,683 都 城 市 34,075 えびの市 34,071 9

10 高千穂町 35,077 高千穂町 33,019 都 城 市 33,252 西 都 市 33,507 三 股 町 33,661 10

11 高 鍋 町 34,765 串 間 市 32,893 日 向 市 32,555 門 川 町 32,398 小 林 市 33,270 11

12 都 城 市 34,649 都 城 市 31,743 小 林 市 32,195 高千穂町 32,289 都 城 市 33,231 12

13 諸 塚 村 34,400 日 向 市 31,621 高 原 町 31,832 高 鍋 町 31,783 高 鍋 町 33,128 13

14 串 間 市 34,308 小 林 市 29,983 高 鍋 町 31,329 日 向 市 31,469 綾 町 32,906 14

15 西 都 市 33,501 高 原 町 29,276 諸 塚 村 30,902 高 原 町 31,415 門 川 町 31,974 15

16 日 向 市 33,275 門 川 町 29,201 高千穂町 30,053 えびの市 31,371 延 岡 市 31,867 16

17 三 股 町 32,042 延 岡 市 28,986 延 岡 市 29,506 三 股 町 31,369 日 向 市 31,626 17

18 延 岡 市 31,985 宮 崎 市 28,744 宮 崎 市 29,478 延 岡 市 30,689 宮 崎 市 30,454 18

19 宮 崎 市 31,150 新 富 町 28,119 西 都 市 29,472 綾 町 30,367 高千穂町 30,393 19

20 国 富 町 30,949 国 富 町 27,601 新 富 町 28,619 宮 崎 市 30,354 新 富 町 30,295 20

21 川 南 町 30,588 都 農 町 27,381 都 農 町 26,402 都 農 町 30,184 西 都 市 29,706 21

22 都 農 町 30,568 西 都 市 26,406 川 南 町 26,398 川 南 町 29,232 国 富 町 28,653 22

23 新 富 町 29,424 木 城 町 26,274 綾 町 26,061 木 城 町 29,094 川 南 町 28,508 23

24 西米良村 27,107 川 南 町 25,714 木 城 町 25,822 国 富 町 28,043 木 城 町 27,786 24

25 綾 町 24,940 綾 町 25,429 国 富 町 25,349 椎 葉 村 27,869 都 農 町 26,601 25

26 椎 葉 村 22,065 椎 葉 村 25,272 椎 葉 村 23,860 新 富 町 26,697 椎 葉 村 24,172 26

- 市町村計 33,028 市町村計 30,134 市町村計 31,053 市町村計 31,871 市町村計 32,063 -

- 医師国保 16,718 医師国保 15,129 医師国保 16,959 医師国保 18,201 医師国保 15,363 -

- 歯科国保 14,483 歯科国保 12,040 歯科国保 11,003 歯科国保 12,907 歯科国保 11,756 -

- 組 合 計 15,348 組 合 計 13,237 組 合 計 13,295 組 合 計 14,951 組 合 計 13,149 -

- 合 計 32,776 合 計 29,896 合 計 30,802 合 計 31,630 合 計 31,792 -

- 後期高齢 78,976 後期高齢 74,055 後期高齢 76,003 後期高齢 75,906 後期高齢 75,966 -

《月別一人当たり医療費》

【 合　　計 】

順
位

平成29年4月
審査分

平成29年5月
審査分

平成29年6月
審査分

平成29年7月
審査分

平成29年8月
審査分 順

位

医療費データ 
 

医療費データ 
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＊確定件数・給付費は国保連合会審査支払データにより、合併後集計の積算による。 

＊給付費合計･･･介護給付費、特定入所者介護サービス費及び高額介護サービス費の合計。 

＊前年度伸び率は、28年度を 100とした場合の％の表示。 

※ ご意見・ご感想など、お寄せください。   介護・健康推進課  TEL0985-35-5111   FAX0985-25-0260 

介介護護保保険険だだよよりり  
 

介介護護保保険険だだよよりり  

介護保険データ（平成 29年 4月審査分～平成 29年 11月審査分） 
 

介護保険データ（平成 25年 3月給付分～26年 2月給付分） 28/4月～28/11月 29/4月～29/11月 対前年度伸び率 28/4月～28/11月 29/4月～29/11月

確定件数合計 確定件数合計 (％) 給付費合計(円) 給付費合計(円) (％) 順位

宮 崎 市 299,329 304,056 101.58 18,943,243,328 19,490,862,351 102.89 10

都 城 市 163,481 151,228 92.50 9,988,732,049 10,022,184,021 100.33 23

延 岡 市 126,964 124,213 97.83 8,081,869,472 8,207,724,507 101.56 15

日 南 市 55,410 54,109 97.65 3,784,357,772 3,914,601,666 103.44 7

小 林 市 48,345 47,356 97.95 3,392,973,568 3,456,091,215 101.86 14

日 向 市 45,982 41,557 90.38 3,033,689,476 3,079,702,023 101.52 16

串 間 市 15,123 15,255 100.87 1,480,233,304 1,500,179,808 101.35 18

西 都 市 27,758 28,072 101.13 2,217,240,666 2,276,326,168 102.66 12

えびの市 25,076 24,328 97.02 1,831,775,319 1,851,597,802 101.08 19

三 股 町 19,655 19,070 97.02 1,264,453,138 1,299,112,694 102.74 11

高 原 町 8,762 8,632 98.52 663,860,012 679,193,560 102.31 13

国 富 町 19,367 19,577 101.08 1,260,963,630 1,327,130,319 105.25 4

綾 町 6,528 6,569 100.63 496,883,033 501,744,026 100.98 21

高 鍋 町 13,690 13,523 98.78 953,494,302 983,332,715 103.13 9

新 富 町 10,410 9,721 93.38 847,402,994 838,369,332 98.93 24

西米良村 1,005 1,100 109.45 104,994,060 111,507,693 106.20 3

木 城 町 4,678 4,643 99.25 362,533,930 385,521,337 106.34 2

川 南 町 12,071 11,386 94.33 896,481,386 901,144,380 100.52 22

都 農 町 8,519 8,622 101.21 624,350,600 655,771,206 105.03 5

門 川 町 13,704 13,183 96.20 838,535,365 865,565,041 103.22 8

諸 塚 村 2,006 1,650 82.25 129,356,564 131,235,106 101.45 17

椎 葉 村 3,528 2,933 83.13 213,481,399 222,397,907 104.18 6

高千穂町 10,289 9,841 95.65 716,618,609 763,874,897 106.59 1

日之影町 4,893 4,421 90.35 384,462,438 388,594,249 101.07 20

五ヶ瀬町 3,754 3,020 80.45 275,867,122 248,231,681 89.98 26

美 郷 町 7,361 6,002 81.54 648,236,182 615,117,766 94.89 25

市町村計 957,688 934,067 97.53 63,436,089,718 64,717,113,470 102.02

保険者名

確定件数状況 給付費状況

対前年度伸び率
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掲載データ誤りのお詫び 
 

平成２９年１０月掲載の国保みやざき通信ＶＯＬ.３においてデータの誤りがありました。 

対象のデータは、２つです。ご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。 

① 医療費データ「月別一人当たり医療費【合計】」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療費データ 
 

医療費データ 

保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円) 保険者 医療費(円)

1 西米良村 42,105 美 郷 町 40,960 美 郷 町 40,502 美 郷 町 39,273 日之影町 43,362 1

2 美 郷 町 38,635 日 南 市 36,799 西米良村 38,612 日之影町 37,032 日 南 市 39,555 2

3 日之影町 36,755 えびの市 36,212 諸 塚 村 38,571 日 南 市 36,894 えびの市 39,270 3

4 日 南 市 35,675 日之影町 35,456 日 南 市 36,375 えびの市 34,010 美 郷 町 37,429 4

5 えびの市 35,093 高 原 町 35,388 えびの市 35,911 高 原 町 33,276 五ヶ瀬町 37,053 5

6 諸 塚 村 34,735 諸 塚 村 34,369 三 股 町 32,922 諸 塚 村 32,576 門 川 町 35,729 6

7 高 原 町 33,947 小 林 市 33,653 日之影町 32,753 都 城 市 32,097 小 林 市 35,256 7

8 串 間 市 33,862 三 股 町 33,190 門 川 町 32,187 小 林 市 31,706 高 原 町 35,239 8

9 三 股 町 33,688 串 間 市 33,079 串 間 市 31,870 高 鍋 町 31,347 木 城 町 35,156 9

10 小 林 市 33,551 五ヶ瀬町 32,855 高 鍋 町 31,805 高千穂町 31,108 高千穂町 35,077 10

11 高 鍋 町 33,332 西米良村 31,968 高 原 町 31,633 五ヶ瀬町 30,902 高 鍋 町 34,765 11

12 五ヶ瀬町 33,005 日 向 市 31,968 都 城 市 30,860 串 間 市 30,521 都 城 市 34,649 12

13 日 向 市 32,697 都 城 市 31,512 日 向 市 30,760 三 股 町 30,224 諸 塚 村 34,400 13

14 都 城 市 32,258 高千穂町 31,130 小 林 市 30,051 日 向 市 29,903 串 間 市 34,308 14

15 門 川 町 32,066 新 富 町 30,468 宮 崎 市 29,523 門 川 町 29,217 西 都 市 33,501 15

16 国 富 町 31,763 高 鍋 町 30,457 高千穂町 29,297 西米良村 29,146 日 向 市 33,275 16

17 高千穂町 30,010 門 川 町 30,422 国 富 町 29,043 西 都 市 29,129 三 股 町 32,042 17

18 川 南 町 29,658 西 都 市 29,728 五ヶ瀬町 28,823 宮 崎 市 28,820 延 岡 市 31,985 18

19 西 都 市 29,442 宮 崎 市 29,668 西 都 市 28,736 延 岡 市 28,818 宮 崎 市 31,150 19

20 延 岡 市 29,409 都 農 町 29,668 木 城 町 28,647 綾 町 28,481 国 富 町 30,949 20

21 宮 崎 市 29,233 椎 葉 村 29,552 延 岡 市 28,274 新 富 町 27,367 川 南 町 30,588 21

22 椎 葉 村 28,490 国 富 町 29,491 新 富 町 27,584 都 農 町 27,287 都 農 町 30,568 22

23 木 城 町 27,466 延 岡 市 29,235 都 農 町 27,507 国 富 町 27,000 新 富 町 29,424 23

24 新 富 町 26,834 川 南 町 29,045 綾 町 26,724 木 城 町 26,434 西米良村 27,107 24

25 都 農 町 26,806 木 城 町 26,186 川 南 町 26,568 川 南 町 25,308 綾 町 24,940 25

26 綾 町 22,611 綾 町 24,055 椎 葉 村 24,092 椎 葉 村 19,719 椎 葉 村 22,065 26

- 市町村計 30,930 市町村計 30,971 市町村計 30,263 市町村計 30,105 市町村計 33,028 -

- 医師国保 16,285 医師国保 17,700 医師国保 9,402 医師国保 15,584 医師国保 16,718 -

- 歯科国保 14,307 歯科国保 13,363 歯科国保 13,723 歯科国保 14,128 歯科国保 14,483 -

- 組 合 計 15,071 組 合 計 15,033 組 合 計 12,053 組 合 計 14,690 組 合 計 15,348 -

- 合 計 30,707 合 計 30,746 合 計 30,005 合 計 29,886 合 計 32,776 -

- 後期高齢 74,597 後期高齢 74,938 後期高齢 74,895 後期高齢 73,143 後期高齢 78,976 -

【 合　　計 】

順
位

平成28年12月
審査分

平成29年1月
審査分

平成29年2月
審査分

平成29年3月
審査分

平成29年4月
審査分 順

位

《月別一人当たり医療費》
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掲載データ誤りのお詫び 
 

② 介護保険だより「介護保険データ」 
 

 

 

 

 

介介護護保保険険だだよよりり  
 

介介護護保保険険だだよよりり  
介護保険データ（平成 29年 4月審査分～平成 29年 7月審査分） 
 

介護保険データ（平成 25年 3月給付分～26年 2月給付分） 
28/4月～28/7月 29/4月～29/7月 対前年度伸び率 28/4月～28/7月 29/4月～29/7月

確定件数合計 確定件数合計 (％) 給付費合計(円) 給付費合計(円) (％) 順位

宮 崎 市 147,894 153,174 103.57 9,398,852,750 9,662,645,698 102.81 9

都 城 市 83,311 75,302 90.39 5,000,080,771 4,961,091,457 99.22 23

延 岡 市 63,158 62,744 99.34 4,008,826,148 4,082,504,645 101.84 14

日 南 市 27,415 27,671 100.93 1,888,120,152 1,935,123,211 102.49 11

小 林 市 23,972 24,015 100.18 1,679,015,458 1,703,996,418 101.49 16

日 向 市 23,185 20,782 89.64 1,496,592,325 1,524,135,246 101.84 14

串 間 市 7,586 7,602 100.21 736,587,262 746,792,215 101.39 17

西 都 市 13,761 14,135 102.72 1,097,473,291 1,125,124,051 102.52 10

えびの市 12,473 12,260 98.29 905,457,116 916,111,633 101.18 18

三 股 町 9,710 9,676 99.65 629,225,142 647,147,452 102.85 8

高 原 町 4,403 4,356 98.93 329,706,258 337,747,755 102.44 12

国 富 町 9,534 9,873 103.56 616,292,658 658,484,439 106.85 2

綾 町 3,214 3,293 102.46 247,811,978 244,597,522 98.70 24

高 鍋 町 6,805 6,860 100.81 469,098,839 487,687,832 103.96 5

新 富 町 5,211 4,826 92.61 416,492,603 417,160,080 100.16 20

西米良村 508 528 103.94 53,652,640 53,744,491 100.17 19

木 城 町 2,329 2,341 100.52 177,113,397 190,453,993 107.53 1

川 南 町 6,056 5,588 92.27 442,561,009 442,018,298 99.88 22

都 農 町 4,212 4,382 104.04 308,718,824 328,316,665 106.35 3

門 川 町 6,847 6,681 97.58 415,414,900 428,838,728 103.23 7

諸 塚 村 1,045 843 80.67 64,773,214 66,880,128 103.25 6

椎 葉 村 1,725 1,458 84.52 105,549,353 107,799,221 102.13 13

高千穂町 5,275 4,818 91.34 355,991,862 371,702,114 104.41 4

日之影町 2,516 2,232 88.71 192,309,550 192,446,531 100.07 21

五ヶ瀬町 1,986 1,490 75.03 140,158,314 123,332,879 88.00 26

美 郷 町 3,801 3,045 80.11 323,433,644 310,846,420 96.11 25

市町村計 477,932 469,975 98.34 31,499,309,458 32,066,729,122 101.80

保険者名

確定件数状況 給付費状況

対前年度伸び率
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22 月月のの放放映映予予定定がが変変更更ににななりりままししたた。。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  22 月月   

◆ リピート納税促進シリーズ  「所得の申告」 

◆ 健康づくりシリーズ「心の健康を保つ」 

◆ 国保のしくみシリーズ「重複投薬」 

 

 

◆  テレビ  

【ＭＲＴ】       水曜日(19：57～20：57)、 金曜日(18：15～18：55) 

【ＵＭＫ】       金曜日(17：53～19：00)、 その他スポット(変動枠) 
 

◆  ラジオ  

【ＭＲＴ】       火曜日(14：15～14：25)、 木曜日(10：55～11：00) 

            金曜日(14：15～14：25)、 その他スポット(変動枠) 

【エフエム宮崎】  金曜日(11：30～13：55)、 その他スポット(変動枠) 

「オレンジタイム」に関するご意見・ご感想をお聞かせください。 

総務企画課 企画・事業係 TEL0985-25-5321 FAX0985-83-3359 

健康推進・求償課 健康推進係 TEL0985-25-5208 FAX0985-25-5992 E-mail kikaku@kokuhoren-miyazaki.or.jp 

国保 

ＮＥＷ！ 

こちらに 

変わりました。 
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日 曜 行事 場所 

2 金 平成 29年度国民健康保険税収納率向上実地研修 川南町 

6 火 職員採用試験（二次） 
国保連合会 

本館４階大会議室 

7 水 

第 4回宮崎県保険者協議会 宮銀第一ビル 

第 3回広報委員会 
国保連合会 

ライブラリー室 

9 金 
平成 29年度宮崎県市町村国民健康保険運営協会議委員

研修会 

宮崎観光ホテル 

東館３階緋碧燿の間 

10 土 レセプト受付日 
国保連合会 

ライブラリー室、東別館 

14 水 柔整審査委員会 
国保連合会 

本館２階北中会議室 

15 木 第 3回第三者行為求償事務研究会 
国保連合会 

本館４階第１会議室 

16 金 

理事会・通常総会 
国保連合会 

本館４階大会議室 

平成 29年度全国国保運営協議会会長等連絡協議会 

東京都 

ルポール麹町２階 

「サファイア」 

17 土 国保審査委員会(～21日) 
国保連合会 

本館４階大会議室 

19 月 国保審査小委員会 
国保連合会 

ライブラリー室 

21 水 国保合同審査委員会 
国保連合会 

本館４階大会議室 

22 木 

平成 29年度第三者行為求償事務担当者研修会 
国保連合会 

本館４階大会議室 

介護給付費審委員会 
国保連合会 

ライブラリー室 

23 金 国診協支部長・連合会事務局長合同会議 
東京都 

ホテルメルパルク東京 

28 水 中部・北西諸保活協議会保健師栄養士研修会 三股町健管センター 

 

●連合会行事予定● 
 

●連合会行事予定● 
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日 曜 行事 場所 

3 土 平成 29年度宮崎県国保診療施設連絡協議会研修会 
国保連合会 

本館４階大会議室 

10 土 レセプト受付日 
国保連合会 

ライブラリー室、東別館 

14 水 柔整審査委員会 
国保連合会 

本館２階北中会議室 

17 土 国保審査委員会（～22日） 
国保連合会 

本館４階大会議室 

19 月 国保審査小委員会 
国保連合会 

ライブラリー室 

22 木 国保合同審査委員会 
国保連合会 

本館４階大会議室 

 

●連合会行事予定● 
 

●連合会行事予定● 
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●貸出機材等のご案内● 
 

●貸出機材等のご案内● 
本会では、保険者において実施される健康まつり・健康展等のイベントに活用頂ける

様々な機材の貸出を行っております。是非ご活用下さい。 

機材貸出の予約は、申込み順とさせていただいておりますのでお早めにお申し込み下さ

い。 

国保連合会 総務企画課 企画・事業係 TEL 0985-25-5321 

 
 

国保連合会 健康推進・求償課 健康推進係 TEL 0985-25-5208 

詳細は連合会ホームページにてご覧になれます。また、借用申込書もダウンロ

ードできます。 

ホームページアドレス  http：//www.kokuhoren-miyazaki.or.jp 

■体組成計                    

■もの忘れ相談プログラム  

■ライフコーダーＥＸ（生活習慣記録機）  

■超音波骨量測定装置  

■チェッカー君(足指力測定器)           

■マイクロＣＯモニター(呼吸ガス分析装置)    

■イーゼルパネルセット 

取
扱
い
貸
出
品 

 

取
扱
い
貸
出
品 

国保みやざき通信  

ＶＯＬ.5 
平成 30 年 1 月 配信 

 

宮崎県国民健康保険団体連合会 
 

〒880-8581 宮崎市下原町 231-1 

TEL 0985-25-5321 

 

国保みやざき通信  

ＶＯＬ.1 
平成 26年 5月 配信 

 

宮崎県国民健康保険団体連合会 

■健康パネル 

■のぼり旗・のぼり用竿 

■はっぴ 

■ビデオ・ＤＶＤ 

■オレンジ君着ぐるみ 

■ロールアップバナー 

 

予約・お申込み・お問い合わせはこちらまで 

 


